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NEOS（Nature Expereience Outdoor School）とは？

■人と自然の新しい関わり方、暮らし方を、自ら提
案することで、持続可能な新しい社会づくりに貢
献する

■子どもから大人までの自然体験活動プログラムの
企画・実施から指導者の育成、学習拠点作りまで
自然体験活動を総合的にプロデュース

■様々な「交流(ツーリズム)」を通して、北海道ら
しい自然体験文化を育てる

■自然体験活動を手法に、｢環境｣｢観光｣｢教育｣｢地域
作り｣などを手掛けている事業型の非営利団体

人材育成
起業支援

エコツアーコーディネート
インタープリター

インバウンド方式の旅行会社

地域マネージメント
センターの運営
地域の人への教育
自然資源の管理

プログラム開発と実施
エコツアープログラム

地域マネージメントプログラム

私たちが行っていること・支援して
いること

エコツーリズムの研究
ガイドラインの設定
モニタリング

人材育成
起業支援

■地域づくりのコーディネ

ターの育成

■自然体験活動や環境教育

に関わる人材育成の育成

■地域づくりや自然・環境

に関わるコミュニティビ

ジネスの起業支援

地域マネージメント

■受け入れ施設の整備

■地元の人への教育

地域自律型のツアープログ

ラムをつくることを目標

■旅行者（利用者）が自然環
境保全に参加できるプログラ
ムづくり

プログラム
開発と実施

■各ツアープログラムの企
画・実施

■地元の子どもから大人ま
での体験 型教育活動の企
画・実施

■プログラム・ツアーの

企画研修会



なぜエコツーリズムに取り組むのか
北海道には良質で特徴的な自然

日本の中で食料生産基地としての位置づけのため

2次産業が発達しておらず、きれいな自然と農・林・水産業
が残っている。

この資源を 持続的に 上手に活用した

ライフスタイル・文化・産業 を手に入れたい

自然環境の持続化を考え、産業や地域と結びつき、地域が
主体的に考え、他の地域と交流したが学習の機会が必要

エコツーリズムの特性

自然環境に与える影響
を最小限にする努力を
する（自然保全）

観光資源として地域の
自然環境を用いる

（観光振興）

・地元への利益の創出

（地域振興）

・学習の機会、調査研究
の機会の創出

観光振興

環境保全
地域振興

エコツーリズムの効果と課題

■効果

観光地の自然観光を守
りやすい

地域主導で効果的な観
光振興

地域資源の再評価

地域内のネットワーク
化

→地域構造の変化

■課題

負荷の集積による環境

悪化

成功するほど新規参入
者や観光客が増加士
規模が拡大

ツーリストの影響大

ルールやガイドライン

エコツーリズムからサスティナブル
ツーリズムへ（最近の北海道事情）

マスツーリズムによるエコツーリズムの取込

「ソフト」エコツーリズム

産業や企業のエコ化 グリーン化

地域の自立的な観光の模索

特定の目的を持つ観光客の増加

環境観賞型から保全活動参加型へ

エコツアーのグローバル化

エコツアーデザインの実際と
地域マネージメント

・何らかの目的（自然資源
の保全、地域活性化）
でエコツアーを行いた
い関係者が集まる

・自然、文化、風土資源を
もう一度学び、地域内
でエコツアーを考える



エコツアーのデザイン
地域マネージメント

■情報を発信
参加者ともにエコツーリズムを通て

よい地域イメージを発信する

■参加者や支援者を呼び込
む
外部の目でもう一度地域資源を学
ぶ

■新しい参画者を結びつけ新
しい地域内ネットワークを
つくる。

循環・連関型コミュニティビジネス
モデルの イメージ

今地域大切なことは

地域資源・資金を

有機的にネットワークし、活用し続ける

機能、力

流域は つながりのキーワードになりやすい

エコツアープログラム 実例

目的

湿原の保全・ 地域を巻き込んだトラスト活動

市民の社会参加による地域活性化

場所：北海道東部 湿原

ラムサール条約登録湿地

現地受入：トラスト関係者 地域ガイド １次産業従事者

森林行政

参加者：札幌在住 ８名

エコツアープログラムの実際

１日目

湿原を楽しむアクティ
ビティ

エコツアーの実例

２日目

漁業体験

コンブと湿原のつながり
について学ぶ



エコツアーの実例

２日目

海産物を食べる

自分とのつながり

地元住民との交流

→もう一度湿原を観察

エコツアーの実例

３日目

保全活動への参加

修学旅行 北海道教育大付属小
2泊3日 黒松内

修学旅行（宿泊研修）

流域ネットワーク型の事例



源流に注目した事例


